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蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域で暮らす人びとがお互いに助け合って楽しく暮らすこ
とを目指しています。 

私たちは､この地域の豊かな自然や人びとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考
えます。 

その宝を活用することで､より豊かな地域と温もりのある人間関係を目指し、活動
しています。 

蚕都くらぶ･ま～ゆは､地域通貨｢ま～ゆ｣を使って人と地域をつないでいます。 

❖ 人と人との新しい関係が生まれます。 

❖ 自分の能力を再発見できます。 

❖ 人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

 

 

わたしたちの願い  

俊篤 

啓峰 



 

 

－１－ 

4 月 23 日『ほっこりカフェ』に改名して 

今回が初めての開催！！ 

日差しが暖かい快晴の日。たくさんの

方にお集まりいただき、みんなの家に到着すると入口やテーブルの上に八重桜とお花が飾

られていました。ぶんちゃん陶吉さんのお心遣いです。 

会場準備や器具の準備が手際よく整いました。もち米が蒸し上がる頃、西ちゃんの挨拶

で本年度最初の『ほっこりカフェ』がスタートしました！ 

出店紹介 

♢辛口屋…ほうじ茶、紅茶 ・林商店…波照間島の黒糖、泡盛、石垣のニガリ、はちみつ、みつ

ろうクリーム♢ぶんちゃん…ニラ、わらび、紬のリメイクベスト ・西ちゃん…わらび、こごみ、タケノコ 

インフォメーション 

♢「特攻教官遊佐准尉並妻子慰霊の会 結成シンポジウム」開催（ケセラさん） 

♢「憲法のつどい in うえだ 守ろう平和といのちとくらし」パレードのお知らせ（ケ

セラさん） 

お餅つき会 

もち米が蒸し上がると、お餅をついて→きなこ、ゴマをまぶす。 

ヨモギを混ぜたヨモギ餅にはあんこときなこをつけて、全 4 種類のお餅ができあ

がりました。 

ベテランが多く、皆さん手順を分かっているのであっという間に完成。 

つきたてのお餅は柔らかい^^♪ 舌触りが良く美味

しいお餅ができあがりました。 

お楽しみ交流会   

☆都々平さんの手品タイム。 

簡単だから誰でもできるよ！と見せてくれる手品でしたが、なかなか難しくて誰にでもできるもので

はない手品。おおー！と歓声と拍手が起こりました。 

☆お次はあやちゃんの最大数ゲーム。 

より大きな数字を選び、なおかつ人と被らないという数字を選ぶシンプルなゲーム。地味なゲームで

すが以外に白熱。勝者にはひなちゃんの貴重なオリジナルステッカーが贈られました。 

☆最後は一人一言、今日の感想や近況、最近感じたことを話しました。 

今年から『ほっこりカフェ』と名称を変え、気持ちも新たにリニューアル。 

みんなでランチを作ってみんなで食べる！という一番の醍醐味を、再開させることができたお餅つき

会。こういうのがやっぱりいいなぁと思いました(^^♪ 

お餅つきに没頭している間に、冷たい井戸水にも関わらず洗い物をしたり、井戸の流し台の掃除をし

てくださっていたアンジンさん。他にも各所で見えない所、気づかない所で多くの方にご尽力いただいた

き、無事にお餅つき会ができた事、心から感謝申し上げます。 

ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました！ 

あやちゃん 
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5 月 10 日ま～ゆ市、初司会のゆっきぃの号

令で清々しく始まりました。 

先ずはヒデさんから…4 月 28 日にお亡くなりになった、いっちゃこと林一六さんの事についてお話が

ありました。｢これまで様々な功績を残され、ま～ゆ寺子屋においてはコロナやワクチンについて、私たち

にその知識をご教授くださいました。心よりご冥福をお祈りいたします。｣ 

ヒデさんの言葉と共に、追悼の念を持ってま～ゆ市がスタートしました。 

モノコト交換 

♦こごみ、タケノコ（西ちゃん） ♦水俣のほうじ茶、紅茶（辛口さん） ♦洋服（どんちゃん） 

ハッピーバースデイ 

5月 22日生まれの西ちゃんをお祝い。 

「今年 64歳になるので年金がもらえるようになる。持病もあり、山へ行くと息苦

しい時もあるので、気を付けながら山菜取りをしたい。」 

インフォメーション 

◆「大糸線に乗って、車窓を楽しもう」のご案内（ミーすけ）  「ピース

アクションうえだ 学習講演会」お知らせ（ケセラさん）  「ほっこりカフ

ェ」 5 月はカレー作り＆ドキュメンタリー映画「もうひとつの明日へ」の上 映会をします

（あやちゃん）  「ツール・ド・青木峠 R１４３」参加者＆スタッフ募集（アン トさん）  「う

えだ環境市民会議 ミニ講演会＆総会」お知らせ（ヒデさん）  「田植えまつり」開催します（ごんべえ） 

 「地域と大学を考える in うえだ ‐どうなっているの？長野大学‐」お知らせ（ケセラさん）  「会報の

記事募集」のお知らせ（都々平さん）  「塩田めぐりレイラインの旅」6月 25日（日）皆さんご参加くださ

い。（ハヤちゃん） 

ゴールデンウィーク(GW)どう過ごしていましたか？ 

GW も関係なくずっと仕事やアルバイトしていた方と、その一方ずっと休みなので曜日感覚がなく過ご

していたよ、という方など様々。 

体を動かした方も多く、塩尻市の霧訪山(きりとうやま)へ登山した話や、ハーフマラソンを走るための

練習に諏訪湖の周りを走ってきた！というパワフルな話も聞けました。 

親戚が来て久しぶりにボウリングへ出かけた方もいましたが、静かに本を読みふけっていた方も。 

時期的に野菜作りのための苗を買ったという話も多かったです。その土づくりの話題から、カブトムシ

の幼虫がたくさん…というのにはちょっとゾゾっとしたり(笑) 

思いがけないアクシデントに戸惑ったり、パソコンの不具合を解決しようにも企業が休みなのでどうに

もならずモヤモヤ過ごしていた方も…。 

GW 中にあったイベントの話題では、ピースアクションのパレードに参加した話や、スカイランニングの

壮絶なレースの様子、お孫さんの演奏会を聴きに行った…なども。 

終わりに 

今回初司会だったゆっきぃ。 

初めてとは思えないくらキチッとした段取りと、落ち着いた司会進行でお見事でした。 

ま～ゆ市の終わりに、ゆっきぃが締めの挨拶をしてくれました。 

その言葉が心地良かったです。「みなさんのそれぞれの GW の過ごし方を聞けて良かったです。また

来月も元気にお会いしましょう！」 

あやちゃん 
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5 月21 日（日） 

晴れ男＆晴れ女さんたちにお集まりいただき、快晴の下「ほっこりカフェ」を開催しました。 

出店紹介 

 辛口屋…ほうじ茶、紅茶   林商店…波照間島の黒糖、泡盛、石垣のニガリ  西ちゃん…包丁砥ぎ

 ひなちゃん…オリジナルイラストのステッカー、ポストカード、Tシャツ 

インフォメーション 

 「うえだ環境市民会議 ミニ講演会＆総会のお知らせ」（ヒデさん）  

 「地域と大学を考える in うえだ ‐どうなっているの？長野大学‐」（ケセラさん） 

ランチ作り 

集まった順にカレーライス作りスタート！ 

カレー作りの監修はけんちゃんが担当。人参、ジャガイモ、新タマネギ

はみんなで分担して皮むき＆カット。数種類のルーを混ぜ合わせてグツ

グツ…煮込みます。 

タマネギ＆レタスのスープ、彩り美しいコールスロー風サラダも手際よく！ご飯は喜三郎米を羽釜で

炊いてスタンバイ。カレーライスのランチセットが完成～！！ 
 
気持ち良い気候だったので、外の囲炉裏をテーブルにしてみんなでいただきました。 

カレーはコクと旨味

が絶妙でとっても美

味しく、スープもサラ

ダも大好評！おしゃ

べりしながら、たくさ

んおかわり(^^♪ お

なかいっぱい食べま

した！西ちゃんのお手製ラッキョウ漬けも美味しかったぁ。 

上映会 

午後の時間は、ドキュメンタリー映画「もうひとつの明日へ」の上映会。 

2020年 11月の完成お披露目上映会と、2021年 11月の総会での上映。そののち 1年半ほどま～

ゆでは上映の機会がなかったので、今回は久しぶりの事。 

初めて映画を見た人や、久しぶりに見た人、それぞれの感想を語りつつ、ケセラさんからは映画制作

に至るまでの孟監督とのやり取りや、映画制作が決定してから不思議なご縁が次々と繋がった…などい

ろんなお話をお聞きしました。 

制作メンバーだった方からは、編集に携わった時のエピソードや、撮影時の楽しかった話を聞いたり、

大変なこともたくさんあったけれど、あのタイミングだからこそできた映画だなと思う…そんな言葉もあり

ました。多くの方のご協力とご支援によって作られた映画だったなぁと改めて思いました。 

初めて見た方の感想をちょこっと・・・ 

♣ま～ゆに入っているけど知らなかった事や始まった当初の事が知れて良かった。 

♣地域通貨の事やそれぞれのプロジェクトとのつながりについて、映画を見た後は良く理解できた。 

♣いつもの顔ぶれが映画の中でも自然体に映っているなと思った、など… 

様々な感想を聞

く事ができました。 

今回ものんびり

楽しい時間を過ご

せました。ご参加い

ただいた皆さん、

ありがとうございま

した。  あやちゃん 
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いっちゃさん ありがとう 
 

№395 いっちゃこと林一六さんが、４月２６日 ８３年の

生涯を閉じられました。 

ま～ゆでの数々のご活躍に感謝を申し上げ、心からご

冥福をお祈りします。 

 

いろいろなことをもっともっと教えてもらいたかったのに…  №1 ケセラ  

いっちゃさんの突然の訃報を知り、あまりのことに言葉を失いました。しかも、娘の緊急入院と

重なり最後のお別れができなかったのが今でも心残りです。 

２月にようやく再開できたま～ゆ寺子屋では「コロナウイルスと私たちの暮らし」をテーマにお

話をしていただいたばかりです。事前に電話で打ち合わせをしたときに、「８０歳を超えて、いろ

いろなことが大変になってきた」と話されてはいましたが、新たに『里山の植物生態学』という本

を出版され、まだやりたいことがいっぱいあってお元気そうだったのでなおさらです。 

いっちゃさんには、これまで何度もま～ゆ寺子屋の講師を引き受けていただきました。『世界

の自然と人々の暮らし』をシリーズで実施したときは、これまでに調査研究のフィールドとして訪

れたアフリカのケニア、モンゴル、南米ブラジルなどの自然環境の変遷やそこでの人びとの暮ら

し方の変化などを話していただきました。いっちゃさんらしい穏やかな口調で決して押しつけが

ましいくないけれど、独自の視点を通した豊富な写真や統計資料も使い分かり易かったのを覚

えています。観光パンフレットでは知りえないことばかりでとても興味深い内容でした。 

また、会報で、社会現象や時事問題を軽妙な切り口で語る「いっちゃ落語」を毎回読むのが楽

しみでした。 

まだ、まだ教えを請いたい事、語り合いたいことがいっぱいあったのに、こんなにも急いで向

こうの世界に旅立たれるなんて……。 

彼岸でもいろいろな人を前に「落語」をあの「いっちゃ節」で語っている姿を想像しています。 

ご冥福をお祈りしています。いっちゃさん本当にありがとうございました。 合掌 
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楽しかったランチ会  №130 建築よろず屋のヒデさん  

新型コロナが流行する前、2 カ月に一度くらいにゃんこ先生がシェフをしているコラボ食堂

で、いっちゃさん、上野さん（にゃんこ先生の母親）と私の3人でランチ会をしていました。いっち

ゃさんはいつもおかずを食べ終わってからご飯を食べていました。最初にこれを見たときは、ご

飯を残すかと思いましたが、最後にご飯だけを美味しそうに食べていました。いっちゃさんの生

まれ育った川上村は、現在では高原野菜の生産地として全国に知れ渡っていますが、昔はお米

の採れない高地なので、お米が貴重だったのか、などと私は勝手に想像していました。理由を

聴いたことは一度もありません。食べ方の流儀は人それぞれですから。 

ランチ会の話題は、俳句、本、川上村の実家、野菜作り、風穴、気候危機、ゼーベック発電

等々、多岐に渡りました。いっちゃさんが高校を卒業するとき、噺家になろうと落語家の門を叩

いたことがあったそうです。落語家は「それじゃ試しにやってみな」と言い、いっちゃさんは自作

の落語をやったそうですが、それを聴いた落語家は「お前の話しは理屈っぽくていけねぇ」と弟

子入りを許してくれませんでした。それでいっちゃんさんは仕方なく東京教育大学（現筑波大

学）に入り、生態学を極めることになったそうです。そんなことをニコニコしながら話してくれまし

た。 

いっちゃさんと上野さんの会話には、よく本のことが話題になりました。あるときいっちゃさん

が上野さんに向かって「藤沢周平は読まれましたか？」と聴かれたことがありました。上野さん

は「あまり内容は覚えてないけど」と言いながら藤沢周平のことについて語り始めました。語り

終えたとき、いっちゃさんが「藤沢周平はいいですよね」と言われたことが私の中に強く残って

いました。それまで藤沢周平の作品を読んだことがなかったので、インターネットで図書館蔵書

を検索し、「市塵」「風の果て」「海鳴り」などを読みました。読んで分かったことは、根底に人に対

する優しさがあることでした。山形の厳しい冬や 40代での作家デビューという辛苦を味わって

きたことの裏返しだったのかも知れません。いっちゃさんがどのような苦労をされてこられたか

は知る由もありませんが、誰にでも優しく接してこられた姿は藤沢周平に通ずるものがあるよう

に思います。いつも微笑みを絶やさない顔が私の瞼に焼き付いています。最期のお別れのとき

も微笑んでいるような穏やかな顔でした。 

いっちゃさんのご冥福を心よりお祈り致します。 

いっちゃさん  ありがとうございました  №43  やよい  

本名がなかなか出てこないほどに、いっちゃさんの名前で親しまれていましたね。 

いつも考えさせられることを落語を通して伝えてくださった、いっちゃさん。一つ一つ読ませて

頂いていました。 

私も以前はよく世話人会に参加させて頂き、皆さんとよく交流させて頂いていましたが、いっ

ちゃさんは、ま～ゆの中心的人物という印象で、ま～ゆに行けばいつでも会えるように思えたの

で、ご不幸のご連絡を頂いたときはあまりに突然のことで理解できずいました。でも遺されたも

のも多いですね。 

お通夜に伺ってご家族とお話しました。ご家族にも多くは話してこられなかったようで「今回知

ることが色々あって、知らなかったことがいっぱい」と話されていたのが印象的でした。落語のこ

とは「家でもよく」と笑いながら話してくれましたが、ま～ゆの存在や、ま～ゆネームのことも、ご

存じなかったようです。「話を聞けて知れて良かった」と仰っていました。 

落語はご家族にも披露されていたようで、また環境のことにも、ご家庭でももちろん熱かった

ようです。落語や暮らしを通して皆さんや社会と交流されてきたいっちゃさん。本当にありがとう

ございました。 
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  いっちゃさんありがとうございました 
№427 いっしゃん  

 いっちゃさんがいらっしゃらないことがとても信じられない

日々を過ごしています。 

 いっちゃさんと初めてお会いしたのは 9年前、全国風穴
ふうけつ

サミッ

トが大町市で開かれた際にご一緒した時です。 

夏でも冷たい風が吹き出す天然の冷蔵庫・風穴の不思議を語

っていただき、地元に生まれ育ちながらそのことを知らずにいた

私に自然の楽しさを気づかせてくださいました。 

以来、地球を楽しむ会の活動をご一緒させていただき、風穴の

メカニズム探求や人工風穴実験、植物調査などご一緒させていた

だきました。 

また、家庭で電気を作り里山を守ろうとの思いのもと、ゼーベッ

ク発電のプロジェクトも手掛けられておられました。ゼーベックと

いう物理学者が発見したつなぎ合わせた 2 つの金属の両端に温

度の差を与えると電流が起こる現象を利用して、薪を燃やし発電

装置で電気を作り、それを蓄電池に貯めることを通じ、里山の生

態系の循環・災害時にも対応できる熱源の普及に力を注がれまし

た。 

多くの研究課題をいっちゃさんの研究をベースにどのように引

き継いでいくか…地球を楽しむ会でも思案に暮れています。 

それでも、明るく、前向きに学びと向き合い続け、若い人に学ぶ

楽しさを伝え続けていただいたいっちゃさんなら、こんな時どう考

えるだろうか…と思いを馳せて悲観的にならずに歩いて行こうと

思います。 

いっちゃさんの落語  №50 都々平 
 
｢実るほど頭

こうべ

を垂れる稲穂かな｣のたとえにぴったりの高潔ないっ

ちゃさん。ま～ゆの世界では｢いっちゃと呼んでください｣と仰っておら

れましたが、学識経験者であり、会報の連載〝落語〟で見識を惜し

げもなく披露してくださいました。八っあんの愚かな質問に先生が分

かりやすく説き聞かせているスタイルは池上彰氏の“こどもニュース„

をもしのぐ親しみを覚える素晴らしい解説でした。 

ま～ゆに入会された当初｢通帳はどうやって書くのですか？｣とシン

マイぶっていましたが、８８号(２０１５年８月)に初めて投稿されたのは

〝落語｢ま～ゆってなーに？｣〟です。 

それから毎号(時に時宜を得た)多様なテーマを取り上げて、無駄と

も思われるダジャレを次々に入れてさえ、1ページに収まるサイズで書

かれる技の巧みさには舌を巻くばかり。結論を急がず、先生｢わしにも

わからん｣でオチにすることもしばしばでした。読者に考えさせる余地

を残してくださったのです。 

過去に数回｢あんな落語を続けても飽きられているのでは？｣と私

に電話がかかってきました。｢いいえ、とってもわかりやすくて楽しいっ

て皆さんに好評ですよ｣とお答えすると｢おだてに乗るたちなので…｣

と継続を約束していただきました。本当に良かったと思います。 

因みに絶筆になった１４１号の｢超過死亡｣までの４９話を私流に分

類しました。(多い順に) ◆自然・生物 16 ◆経済・社会 15 ◆化学 11 

 ◆環境 5 ◆哲学 2     
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いっちゃさんのご冥福をお祈りします  №55 ミーすけ  

いっちゃさんは私にとっては林先生、先生とお呼びすると、｢いっちゃです｣といつも言いなおされ

ました。ミーすけなんぞ語感の悪いニックネームだとみーちゃんと呼んでくださったのもいっちゃさん

です。 

6 年前のま～ゆ市で 12 月の誕生月の時、気取って「喜寿です」と挨拶をしたところ、「私と同い年

なんですか？お若く見えますね。」私は最初何のことかわからなかったのですが、古希というべきだ

ったんですね。会報にそのことを｢喜寿になると耳が遠くなるので、これから気をつけようと思いま

す。｣とご自分が聞き違えたことにしてわざわざ書いてくださいました。そんな気遣いをされるいっち

ゃさんでした。 

風穴に多く生えるシダを特定しようという仲間に参加させてもらい、青木、塩田，坂井村、太郎

山、いろいろ歩きました。いっちゃさんは足が弱くなっていましたが、ご自分で作ったアカザの杖を頼

りに頑張って登ってきました。 

シダが好きだということで日本野生植物シダという平凡社の厚い本をいただきました。本当に嬉

しかったです。これを見るときはいっちゃさんを思います。 ミーすけ 

いっちゃさんを惜しむ   №114 辛口  

「宮崎省吾様 この度は記録集、〝「資本主義」と「国家」をどう終わらせ、「近現代」の次をどうつく

るか〟をご恵与くださいましてありがとうございました。 大変興味深く拝読し勉強になりました。あり

がとうございました。「国家」「資本主義」などについて考えさせられました。これはなかなか難しい問

題ですが、いつかお話しをうかがえる機会を持てれば幸いです。 

最近、水野和夫氏の「資本主義の終焉と世界の危機」、デウィット･ハーベイ氏の「経済的理性の狂

気」などを少し読み始めていますが、なかなか理解が進みません。いずれにしても現代社会の抱えて

いる問題は深刻で、どうしたらいいか解らないこと多すぎます。 

どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。最近、仲間と出しているパンフレットを同封させていた

だきました。ご覧いただければ幸いです。 梅雨の季節です。 どうぞお身体お大事になさってくださ

い。  林一六」 

 

これは、2020 年 7 月 2 日にいただいた、いっちゃさんのお手紙の全文です。同封のパンフには

「熱電発電機の製作はどこまで進んでいるか」と題するいっちゃさんの報告も載っていました。これは

木材や薪炭から電気エネルギーを得る（自給自足）装置を作るというもので、私のあらゆる社会的単

位を零細化･個人化する、生産と消費の距離を出来る限り短くするというテーマと一致し、大きな関

心持っていました。「廿日市」のイベントとして、いっちゃさんをお招きし、デモンストレーションをお願

いしたりしました。 

しかし、私が 2019 年に横浜の小さな歴史研究者のグループで講演した、冒頭の〝「国家」と「資

本主義」（お上としての「近現代」）をどう終わらせ、「近現代」の次をどうつくるのか〟をいっちゃさん

にお送りしたのは、実は「ま～ゆ寺子屋」での授業に目から鱗の教えを受けたからでした。 

それは近現代の前は封建社会であるというのは嘘である、封建社会をきちんと経験していたのは

西欧諸国と日本ぐらいで、これらの国はすべて地球上の温帯に属しているという植物生態学からの

指摘でした。そしてブラジルの現状を奴隷制同様の社会だと指摘されていたことも強く印象に残りま

した。 

私はこれらをこの講演に取込み、西欧近代の国家や資本主義による体制が、全世界を覆う普遍的

価値などではなく、逆に自国民を含む全世界をお上として支配･収奪することを正当化する体制で

あることを明らかにしようとしました。 

また、いま私の終論として、16 世紀以降の西欧による全世界の支配の経緯の実態を私なりにまと

め、そこからの離脱･逃亡の具体的手段の可能性を探りたいと思っています。そのもっとも基盤とな

るご教示は、惜しみても余りあるもので、決して忘れることが出来ません。 

惜しい人を失いました。心からの感謝とご冥福を祈ります。  完 

 




